
改正容器包装リサイクル法施行に係る実態調査等事業費

１７０百万円(７３百万円)

廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室

１．事業の概要

本事業は、改正容器包装リサイクル法の施行に必要な、分別収集等に係

るコスト、排出抑制策の進捗、プラスチック製容器包装リサイクルの高度

化、再使用容器の普及に向けた環境負荷分析調査等の実態調査を実施する

もの。

２．事業計画

① 分別収集及び選別保管に係る市町村コストの実態調査並びに優良事例

調査(平成18年度～)

・分別収集等に係る市町村の負担の把握及び模範的な事例を全国に紹介

② 容器包装廃棄物の排出抑制策に係る調査(平成18年度～)

・レジ袋使用削減の取組、量り売り、使い捨て容器包装の使用、ペットボ

トルの再使用の実態等について調査

③ 容器包装廃棄物排出実態調査及び組成分析等調査(平成18年度～)

・再商品化義務量算定に必要な各種係数に係る基礎調査等

④ 廃ペットボトルの輸出等市町村における独自処理に関する調査(平成

18年度～)

⑤ プラスチック製容器包装リサイクル高度化推進調査（平成20年度～）

・市場で流通しているプラスチック製容器包装の調査、きめの細かい分別

収集、再商品化に伴う残さの有効利用等

⑥ リユース・リサイクルに伴う環境負荷等分析調査（平成19年度～）

・ワンウエイ容器とリターナブル容器の環境負荷について調査し、リター

ナブル容器の普及に必要な方策等について検討する

３．施策の効果

○ 模範的な事例を紹介することで、分別収集の質の向上が期待されると

ともに、排出時の分別の適正化により、リサイクル製品の質の向上が期

待される。

○ 事業者、消費者が排出する廃容器包装の削減が期待される。

○ 効果的な排出抑制策やリターナブル容器の普及を図ることで、廃容器

包装の発生抑制が期待される。



４．備考

改正容器包装リサイクル法施行に係る実態調査事業費 170,209千円

（目）環境保全調査費（民間事業者に対する請負事業により実施予定）

（内訳）

① 分別収集及び選別保管に係る市町村コストの実態調査 7,662千円

並びに優良事例調査

② 容器包装廃棄物の排出抑制策に係る調査 30,015千円

③ 容器包装廃棄物排出実態調査及び組成分析調査 21,093千円

④ 廃ペットボトルの輸出等市町村における独自処理 4,543千円

に関する実態調査

⑤ プラスチック製容器包装リサイクル高度化推進調査 84,943千円

事業

⑥ リユース・リサイクルに伴う環境負荷等分析調査 21,953千円
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